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明和 (山越)政子 (京都大 ･教育)
(1)飼育下のチンパンジー5個
体を対象として, ｢物の操作に関する模
倣｣をテーマとして実験をおこなった.
具体的には,チンパンジーが他個体のお
こなう物の操作を観察して模倣できるか
否か,その際,他個体からどのような肺
報を読み取り,自己の身体を通して再現
しているかをビデオ記録し､実証的に分
析した.その結果,チンパンジーが物の
操座に関する模倣をおこなう場合,捜作
される物に関する情報 (物の性質や定位ヽ
方向)が有効な手がかりとして処理され
ること,一方.他個体の身体の動きに関
する情報 (操作に含まれる身体運動バター
ン (回す ･つつく)は,模倣する際の事
がかりとはなりにくいことが明らかとなっ
た. (2)ヒト乳児 (17-19か月)17名を
対象とした物の操作に関する模倣の突放
香,飼育下のチンパンジーでおこなった
実験と同一の手続きを用いて実施した.
その結果,ヒト乳児も,模倣においては
操作される物に関する情報 (物の性質や
定位方向)を有効な手がかりとなる一方,
チンパンジーに比べ,他個体の身体の助
きの詳細にもより注目しており,それを
手がかりとして模倣をおこなうという結
果が示された.以上より,チンパンジ
ーでは,ヒトに比べ,とくに身体的な動
きの模倣に制約が認められることが明ら
かとなった.
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